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〈論 説〉
財務 数値 か らみ た同苗 集 団分 裂期(1775年一1797年)
の三井家 大元 方
西 川 登
は じ め に
近 世 の 「江 戸 店持 ち京 商 人」(えどだなもちきょうあ きんど。京都 を本拠に して,江 戸 に販売支店を置
く商人)の 典 型 の1つ であ っ た三井 家 は,京 都 ・江戸 ・大 坂(大 阪)の 三都 の それ ぞれ に呉 服 店 や
両 替 店 な どの 店 々 を設 けた。 それ らの事 業 と三井 同苗(ど うみ ょう,ド ゥミャウ,ド ウメウ。同姓,
同族の意)各 家 の家 政 とを統 轄 す るた め に,同 苗11家(初 期には9家)の 当 主 を持 分所 有 者 とす る
「大 元 方」(おおもとかた)と い う名称 の中央 機 関 が設 け られ た(図1参 照。創業者=三 井高利の嫡出男
子6人 の系譜の家を 「本家」と呼び,女 婿などの系統の家を 「連家」と呼んだ。元方 とは元締,統 轄す る人 ・
場所 といった意。三井家大元方は,企 業形態的には,合 名会社 の持株会社のような もので,管 理形態的には,
事業部制組織の本社機構のようなものであった。詳 しくは,西 川(1993)109-110頁参照)。しか し,同 苗 諸
家 問の不和 な どか ら,1774年(安永三甲午年)10月 の 「惣 同苗取 為 替 証 文」(そうどうみ ょうとりか
わししょうもん。三井文庫(1973)資料44)や同年11月 の 「店 々諸 事改 書付 」(たなだなしょじあ らた
めか きつけ。同46>などに した が っ て 三井 同 苗11家 が3集 団 に分 裂 す る こ と に な り,同 年12月
末 日(+二 月晦日)を 期 して企業 分 割 が行 わ れ た(三 井文庫所蔵資料r安 永三甲午年七月 ヨリ+二 月迄大
元方勘定 目録』,資料番号=続2973)。この企 業 分 割 で,図2に 示 す よ うに,各 同苗 集 団 が そ れ ぞ れ
「本 店一 巻」(ほんだないちまき)と 「両 替 店 一巻 」(りょうが えだないちまき)と 「松 坂 店 」(まつ ざか
だな)と を分有 す る こ と にな っ た(三 井では京都 ・江戸 ・大坂の三都の呉服店 を 「本店」という。一巻 と
は一纏めに したもの,グ ループ,集 団の意。「両替店一巻J所 有の同苗集団 と 「松坂店」所有の同苗集団 とに
は 「大元方」持ち不動産の一部がそれぞれ分与された。「松坂店」集団では店の純資産額よ りも不動産分与額
の方がずっと多い)。
「安 永持 分」(あんえいもちわけ)と 呼 ばれ る この企 業 分 割 か ら,1797年下期(寛 政九乙巳歳秋季)
の再 結合 まで(こ の再結合を 「寛政一致」と呼ぶ),20年以 一上 に わた っ て三 井 同苗 集 団 の分 裂 状態 が
続 いた 。 この分 裂期 には,「本 店 一巻」 集 団 に は 「内元 方」 とい う組織 が,「両 替 店一 巻」 集 団 に
は 「新 元 方」 とい う組 織 が 設 け られ て い た が,「大 元 方」 自体 も存 続 して い た(図2参 照。r新元
方」の会計については,西 川(1993)192-208頁を参照 された し)。も ち ろ ん,こ の 時 期 の 「大 元 方 」
は,か つ ての ような持株 会 社 や事 業 部制 本社 機構 の よ うな機能 を喪失 して いた。 本稿 で は,こ の
時期 す なわ ち1775年上期(安 永四乙未年看…季)か ら1797年上期(寛 政九乙巳歳春季)ま で の 「大 元
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注(1)「 大 元 方 」 の 創 設 は1710年。1705年に 「本 店 一巻 」 を形 成 。1719年に 「両 替 店 一 巻」 を形 成 。
(2)1730年に連 家 に加 わ る 。
(3)1740年に連 家 に加 わ る 。
(4)ど の 家 に も属 さ な い 「余Jが 元 は10あ っ たが,家 原 家3と 長 井 家2.5の 持 分 が そ こ か ら分 け られ}「 余 慶 」 が4.5
(=10-3-2.5)とな る 。
(5)1729年に 「本 店 一 巻」 に 帰 属 。
(6)「本 店 一 巻 」 帰 属 か ら 「大 元 方」 直 属 を経 て,1735年に 「両 替店 一 巻 」 に帰 属 。
(出所)西 川(1993)111頁の表 を 「元 文 五 庚 申年 七 月 ヨ リ極 月迄 大 元 方 勘 定 目録 』(続2909),『安 永 三 甲 午 年 正 月 ヨ リ七
月 迄 大 元 方 勘 定 目録 』(続2972),三井 文庫(1973)762～768頁,三井 文庫(1980)685～687頁な ど よ り追補 修 正 。
方」が どのような動 きをしていたのかを,決 算報告書である 『大元方勘定 目録』の財務数値 か ら
みてい く。
な お,拙 稿 ・西 川(2002a)で「大 元 方」 が 創 設 され た1710年上 期 か ら1718年(享保3)下 期
につ い て,ま た,西 川(2003)で1719年(享保4)上 期 か ら1740年(元文5)下 期 につ い て,財 務
数 値 に よる 「大 元 方」 の 経 営 の分 析 を行 っ た。 また,1741年(寛保元)か ら1774年(安永3)に
つ い て は,飯 野(2002)および飯 野(2003)を参照 され た い。本 稿 に記 す 三井 家大 元 方 の財務 数値











《図2》 三井家大元方 ・内元方 ・新元方1775年～1797年
松 松 出 南 竹 中 長 家 新 北
発 喬 水 欝r--L井 原 町





























































































(出所)西 川(1993)181頁よ り転 載,一 ・部 修 正(『安 永 四 乙 未 年 正 月 ヨ リ七 月 迄 大 元 方 勘 定 目録 』(続2974),三井 文 庫
(1973)572-578頁な ど よ り作 成)。
1企 業分割時の不良資産整理と分割会計処理
18世紀半ば過 ぎの三井家 は,「(1)本店 ・両替店の営業不振,(2)紀州家,同 苗等の不 良資産
の増加 といった事情 をもとに,(3)同苗 間の借財をめ ぐる大元方勘定 の処理の問題が,(4)年来
の同苗 問の不和 とか らみあって,埋 めがたい溝 をつ くり出 し」 ていた(三井文庫(1980)326頁)。
そ うした状況 の帰結 として,企 業分割 を行 ったのであ る。 この企業分割 の会計処理 は,1774年
下期(七月+五日ヨリ極月晦日)の 『大元方勘定 目録』上に,同 年12月末 日付 けで表示 されている
(したがって分割後の会計は1775年上期から始まる)。
この企業分割の処理 に先立って,同 じく12月末 日付 けで,不 良債権 と架空資産の整理が行 わ
れた。 この とき消却 された不良債権 は,表1に 示す ように,大 名貸 し債権 が銀30,270貫524匁
2厘5毛,同 苗貸 し債権が銀6,997貫791匁6分8厘,その他 の不 良債権が銀872貫886匁2分
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表1分 割に際 しての大元方の資産整理1774年12月末 日
貸借対照表(1) 大元方 1774年12月末 日現在
貸 シ方(資産の部) 預 り方(資本負債の部)
銀 貫 匁 銀 貫 匁
A大 名貸し債権 30,270,524,025期首資本金=「有銀」 50,025,796,938
B同 名貸し債権 6,997,791.68負債・積立金A 7,942,832,909
Cそ の他の不良債権 872,886.29負債・積立金B 3,413,866.7
資産(ア) 15,436,138.45負債・積立金C 394,067,233
資産(イ) 13,606,167.6負債(ア) 5,333,232,425
「本封付」 14,880,000.「本封戸棚 ヨリ預 り」 14,880,000.
預 り方 〆 81,989,796,205
当期純利益=「延銀」 73,711.84
貨 シ方〆 $2,063,508,045 (82,063.508.045)
期首 「有銀」 50,025,796,938期末 「有銀」 50,099,508,778
「延銀」(純利益) 73,711.84
「有家」 ・新 田 8,372,254. 〔不動産分追加〕 (S,372.250.)
「惣有物高」 58,471,758,778〔修正期末変動資本金〕 (58,471.758.778
貸借対照表(2)資産整理後 大元方 1774年12月末 日現在






























































































































































































2.資産 と資本の分離で()内 の数字は各家の 「割歩」(持分数)を示す。持分総数は220。
(出所)西 川(1993)187頁より転載。(『惣同苗取為替証文』(三井文庫[1973]資料44),『安永三年割方 銘々相渡候補高書
付』(続1642-15),『大元方勘定目録』(続2973-1),「金銀出入寄』(続5629,続5630),を利用 して筆者が作成。)
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9厘 で,合 計 銀38,141貫201匁9分9厘5毛 で あ っ た(金1両=銀60匁 で換算。1貫=1000匁)。こ
れ らの不 良貸付 金 は,ま ず,そ れ ぞれ に 関連す る引 当金 ・積 立金 お よび借 入金 ・預 か り金 と相 殺
され,次 に,そ の未 相 殺 額 が 「大 元 方 」 の 「有 銀 」(変動資本金)を 減 額 す る こ とで 消 却 され た
(企業分割時 までは,不 動産が 『大元方勘定目録」の貸借対照表部分に資産として計上されなかったので,「有
銀」は不動産額を除外 した変動資本金 を示 した。そ して,不 動産額 を追加 して修正計算 した変動資本金が 「惣
有物高」 と表示 された。会計処理について詳 しくは西川(2002b)を参照 された し)。相 殺 され た引 当金 ・
積 立 金 お よび借 入 金 ・預 か り金 の合 計 額 が銀11,750貫766匁余 な の で,減 額 され た 変動 資 本 金
の額 は銀26,390貫435匁余 で あ った(=38,141.201.gg5-11,750.766。842)。不 良 債 権 整理 前 の 不 動
産 除 外 資 本 金(有 銀)の 額 が 銀50,099貫508匁余 で,不 動 産 込 み 資 本 金 額(惣 有物 高)が 銀
58,471貫758匁余 で あ っ た の で,不 動 産 抜 きの値 で は約53パ ー セ ン ト,不 動 産 込 み で約45
パ ー セ ン トの変 動 資本 金が 切 り捨 て られ た こ とに な る。
また,こ の不 良債 権 整理 と同時 に,架 空資 産 と架 空負 債 との相殺 消 去 も行 わ れ た。 その架 空 資
産 ・架 空 負債 とは,「本 封付 」 等 の科 目名 で非 常 時用 に退蔵 され た 金 銀 を事 業 資 金等 に流 用 した
さい に,本 来 な らばそ の額 を減額 す べ き ところ を,「本 封付 」 等 の 金銀 額 はそ の ま まに して 流用
分 を 「本封 戸 棚 ヨ リ預 り」 等 の科 目名 で架 空 負債 と して処理 した もの で あ る。非 常 時用 退蔵 金銀
の流用 額 は徐 々に増 大 して,企 業分 割 時 まで に,退 蔵 金 銀額 の 総 てが 架空 資 産 となっ てい た。 そ
の銀換 算値 の額 は,14,880貫で,分 割直 前 の不 動産 評価 額 を除外 した総 資 産 額 の約18パ ー セ ン
ト,不 動 産額 込 み の総 資 産額 の約16パ ー セ ン トを 占め た。 なお,分 割 に 際 して,不 動 産額 の再
評価 が 行 われ(ほ とんどの不動産が評価額が増額 された),分 割 後 は不 動産 が 資産 計上 され る よ うに な
り,不 動産 額 込 みの変 動 資本 金 が 「有 銀」 と表示 され る よ うにな った。
「大元 方」 にお け る企業 分 割 の会 計 処 理 は,表2に 示 す よ う に,従 来 「大 元 方」 の 資 産 に計 上
され てい た 「本 店 一巻 」へ の投 融 資 額 を北家 ・新 町家 ・家 原家 ・長井 家 の4家 の 同苗 集 団に分 与
し(三 井惣領家=北 家3代 目の高房の男子が,養 子相続や新家創設で新町家 ・家原家 ・長井家の当主 になった
経緯がある),「両 替店 一 巻」 へ の投 融 資額 と 「大 元方 」持 ちの不 動 産 の約6割(江 戸 ・大坂の貸家の
大部分および河州新田)と を 中立 売家 ・竹 屋 町家 ・出水 家 ・南 家 の4家 の 同苗 集 団 に分 け与 え,そ
して,松 坂 南家 ・小 野 田家 ・松 坂 北家 の同苗 集 団 に,こ れ ら3家 の持 分 の按 分額 合 計 に ほぼ相 当
す る額 の不 動 産(江 戸 ・大坂の貸家の一部)を 割 き与 え る形 で,「割 渡 シ」(わりわた し)が 行 われ た
(「松坂店)」への投融資額は,「大元方勘定目録」に表示 されていた時期 もあるが,金 額僅少 のためか,表 示 さ
れな くなっていた)。した が っ て,分 離 され た 資 産 の 合 計 額 に 相 当す る分 だ け 「大 元 方」 の 「有
銀 」 が減 額 され,「大 元 方」 に対す る各 家 の持 分 の銀 額 もそれ に比 例 して減 額 され た。
以上 の よ うに,多 額 の不 良資 産 ・架 空 資産 を含 んで いた 資産 整理 前 の状 態 で,不 動 産額 を加 算
す る と 銀 換 算 値 で90,435貫758匁余(-82,063.508.045+8,372.250.)あっ た 「大 元 方 」 の 資 産
は,資 産 整理 に よ って 企業 分 割 前 の段 階 で銀37,414貫556匁余 に減 額 され た。 企業 分 割 で ,そ
の うち の 銀20,611貫225匁余(=g,473.220.8+g,141.116.8+!,sss.8 7.46)が「大 元 方」 か ら分
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離 され,分 割 調 整 差 額 で あ る 「惣 歩 数 余 慶銀 」 の 銀382貫556匁余(「余慶」の持分数=歩 数へ按分
計算)を 含 む銀17,200貫595匁余 が 分離 されず に 「大 元 方」 の資 産 と して残 され た(こ れ らの資
産整理 と企業分割の会計処理について詳しくは西川(1993)184-189頁を参照されたし)。
2大 元方の資産 ・資本の推移
企業分割 によって,「大元方」 は従来 と大 きく性格 を変えたが,「大元方 の寄合 は,と にか く継
続 して開かれてい る」(三井文庫(1980)330頁)。ただ し,回 数 と出席者は減 り,「これ まで大元方
寄合 に提示 され,改 めを受 けていた本店や両替店の勘定 目録 に代わって,そ れぞれの店の差引書
が出されるにす ぎなくなった」(同書,331頁)。
さて,企 業分割後 に 「大元方」 に残 された資産には,越 後屋呉服店や三井両替店な どの店舗不
動産や同苗の居宅 などが含 まれていたが,不 動産以外 の資産の大部分 は,消 却 しきれず に残 され
た不 良資産であった。1774年上期か ら1798年上期(寛 政+戊午歳春季)ま での時期 における 「大
元方」の変動資本金(有銀)の推移 を図3に 示す(1774年上 ・下期の変動資本金は,それ以降と合わせ
るために不動産額を除外した 「有銀」の額ではなく,不動産額込みの 「惣有物高」の額を用いた)。この図の
中の1788年下期(天 明八戊申秋季)にお ける変動資本金の激減 は,後 述す るように,不 良資産整
理 による ものである。 なお,1774年下期 における変動資本金 の若干の増加 は主 として既述の不
動産の再評価 による もので,1775年上期 の非連続 な下降は前述の資産整理 と企業分割 によるも
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《表3》 大元方の資産 ・負債 ・資本 ・収益 ・費用の推移
1775年・春 1775年・秋 1776年・春 1776年・秋 1777年・春 1777年・秋 1778年・春




資本金/資産比率 68% 68% 68% 68% 67% 67% 66%
収益の部(入 方)合 計 42,334 860,242 36,332 59,183 37,541 59.64 76,913
費用の部(払 方)合 計 113,567 128,591 174,845 114.4Q6 128,849 139,943 197,872
当期純損益 一71.233 731,651一138.513 一55.223 一91.308 一80.302 一120.959
費用/収益比 268% 15% 481% 193% 343%a 235% 257%
損益/収益比 一168% 85% 一381% 一93% 一243% 一135% 一157%
資本金損益率 一 〇.6% 5.$% ‐1.1°/a 一 〇.4% 一 〇.7% 一 〇.7% 一1.0%
《表3》(続)大元方の資産 ・負債 ・資本 ・収益 ・費用の推移
1782年・秋 1783年・春 1783年・秋 1784年・春 1784年・秋 1785年・春 1785年・秋
銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
資産総額(貸 し方) 18,842,3581 ,937,49319,222,45319,254,49419,574,92819,728,50319,966,315
負債総額(預 り方一有銀) 7,675,727 ,826,3937,989,9308,172,9538,629,5838,764,058,936,244
期末変動資本金(有銀) 11,166,6311i,111.10011,232,523--,081,54110,945,34610,964,44511,030,070
資本金/資産比率 59% 59% 58% 58% 56% 56% 55%
収益の部(入 方)合 計 41,269 74,965 247,109 39,527 40,216 126,096 lss.oso
費用の部(払 方)合 計 142,717 130,496 125,686 190,509 176,412 106,997 100,435
当期純損益 一101.508 一55.53! 121,423一150.982 一136.196 19,100 65,625
費用/収益比 346% 174% 51% 482% 439% 85% 60%
損益/収益比 一246% 一74% 49% 382% 339% 15% 40%
資本金損益率 一〇.9% 一〇.5% 1.1% 一1.4% 一1.2% 0.2% o.s%
《表3》(追)大元方の資産 ・負債 ・資本 ・収益 ・費用の推移
1790年・春 1790年・秋 1791年・春 1791年・秋 1792年・春 1792年・秋 1793年・春
銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
資産総額(貸 し方) 10,110,50210,033,63210,029,93810,101,90210,111,39710,7.34,34810,1].8.669
負債総額(預 り方一有銀) 8,178,9938,081,9558,050,858 ,036,4258,012,7527,987,5967,942,418
期末変動資本金(有銀) 1,931,5091,951,6771,979,0802,065,4772,098,6452,146,752,176,252
資本金/資産比率 19% 19% 20% 20% 21% 21% 22%
収益の部(入 方)合 計 220,852 215,001 188,256 234,660 196,854 196,058 192,850
費用の部(払 方)合 計 170,390 194,832 164,853 148,263 163,686 147,951 163,350
当期純損益 50,462 20,169 27,403 86,397 33,168 48,107 29,500
費用/収益比 77% 91% 85% 63% 83% 75% 85%
損益/収益比 23% 9% 15% 37% 17°/a 25% 15%
資本金損益率 2.6% 1.0% 1.4% 4.2% 1.6% 2.2% 1.4%
(出所)『 安永四乙未年正月ヨリ七月迄 大元方勘定目録』(続2974)～『寛政九丁巳歳正月ヨリ七月迄 大元方勘定目録』
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(その1)1775年上期 一1782年上期
1778年・秋 1779年・春 1779年・秋 1780年・春 1780年・秋 1781年・春 1781年・秋 1782年・春




65% 64% 64% 63% 63 fit% 60% 60%
42,950 78,650 44,523 83,814 55,718 42,317 77,139 91,130
164,366 210,470 121,275 127,953 111,492 165,214 217,717 171,090
一121.416 一131.820 一76.752 一44.139 一55.774 一122.897 一140.578 一79.960
383% 268% 272% 153% 200% 390% 282% 188%
一283% 一168% 一172% 一53% 一100% 一290% 一182% 一88%
一1.0% 一1.1% 一〇.7% 一〇.4% 一〇.5% 一1.1% 一1.2% 一〇.7%
(その2)1782年 上期 一1789年下 期
1786年・春 1786年・秋 1787年・春 1787年・秋 1788年・春 1788年・秋 1789年・春 1789年・秋




55% 55% 5s% 56% 56% 17% 18% 18%
2x8.317 189,153 204,987 163,226 179,021 188,759 248,093 242,567
156.21$ 140,177 145,898 112,895 109,192 9,820,589 134,473 13,904
52,099 48,976 59,289 50,331 69,828‐9,b31.830 113,620 88,663
75% 74% 71% 69% 61% 5203% 54% 63%
25% 26% 29% 31% 39% 一5103% 46% 37
0.5% 0.4% 0.5% 0.4% 0.6% 一573.7% 6.3% 4.7
(その3)1790年上期 一1797年上 期
1793年・秋 1794年・春 1794年・秋 1795年'春 1795年・秋 1796年・春 1796年・秋 1797年・春




22% 22% 22% 21% 21% 21% 22% 22%
276,245 182,476 202,810 184,665 188,849 186,897 189,190 187,574
159,759 274,138 232,127 225,007 220,141 111,290 127,683 176,757
116,486 一91.662 一29.317 一40.342 一31.293 75.sal 61,507 10,817
58°/0 150% 114% 122% 」.17% 60% 67% 94%
42% 一50% 一14% 一22% 一17% 40% 33% 6%
5.1% 一4.2% 一 」.3% 一1.9% 一1.5% 3.5% 2.8% 0.5%
(続3018)より作 成 。
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表3に,三 井11家 の 同苗 集 団分裂(持 分け)の 時期 であ る1774年上 期 か ら1797年上 期 に お け
る,「大 元 方」 の 資産,負 債,変 動 資本 金,収 益,費 用,お よび純 損 益 の推 移 を掲 げ る(表 を3っ
に分 けたのは単 に紙面の都合による)。ま た,そ れ らの銀 額 数 値 の うち,資 産,負 債,お よび 変動 資
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+資 産合計額 嚇 負債合計額 翻 変動資本金(有銀〉
(出所)表3に 同し
表3に 示 したように,1788年下期 の費用の部(払 方)に銀9,820貫589匁余の巨額 の費用が計
上 された結果 として,銀9,631貫830匁余 の純損失が生 じた。そのために,変 動資本金が,前 期
末残高銀11,310貫593匁余か ら85パーセ ン ト減の銀1,678貫763匁余 に減額 された。 この 巨額
の費用 は主 として,「銀九二八五貫 目余の不良資産整理の不 良資産整理 がな され」(賀川(1985)
21頁)たことによる。その不 良資産 は,既 述 の ように,「安永持分」(企業分割)前 か ら持ち越 さ
れて 「持分 け一件の資産処分の際 に残 されていた不良資産」(同所)で あ り,そ の内容 は 「本店
両替店塞 り物井江戸店 々類焼の節普請金 其外済方無覚東口々引抜 キ浮有 帳へ付 出 し貸預 り二相
立て高」(r大元方勘定目録』(続3001-1)の「払方」の 「仲ヶ間出し切」)とい う ものであ る。す なわ
ち,「本店一巻」お よび 「両替店一巻」 の不良債権 を 「大元方」が肩代 わ りしていた もの と,火
災 で焼失 した江戸の不動産の再建費用 を繰延 資産化 していた ものとが,こ の不良資産の主たる も
のであった。なお,引 用資料 のなかの 『浮有帳』(うきありちょう)というのは,償 却債権 などの
簿外 に落 とした資産を管理す る帳簿である。
この1788年下期の不 良資産整理 では,前 述の企業分割時の ような関連す る引当金 ・積立金や
預か り金 ・借入金 との相殺 は行われていない。 したがって,図4が 示す ように,変 動資本金(有
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銀)が 激 減 してい るが,引 当 金 ・積 立 金 を含 む負 債 に は,こ の 資産 整 理 に よる影 響 は な い(江 戸
時代には引当金 と積立金 とを区別 していないので,「有銀」以外はすべて負債 に含めて西川が計算 した)。な
お,こ の ときに整理 され た不 良 資産 は,1797年(寛政9)の 企業 再 結 合(寛 政一一致)の と きに,再
び 『大元 方勘 定 目録 』 上 に資 産 と して復 活 してい る。 「この よ う に不 良 資 産 と実体 の ない 資本 が
大 元 方勘 定 目録 に合 算 された こと はの ちに 問題 を残 す ことに な った」(賀川(1985)21頁)。
3大 元方の収益 ・費用 ・純損益の推移
企業分割後の 「大元方」の収益 と費用の内容 については,後 述す るが,収 益面での大 きな変化
は,6半 期 ごとに傘 下の店 々の留保利益の9割 程 を 「大元方」 に,1割 程 を奉公人の賞与準備金
に振 り替えるとい う 「三年勘定」がな くなったことと,店 々か らの毎期の上納額が激減 したこと
である。 また,利 息収入や不動産か らの賃貸料収入 も大幅に減少 している。費用面の大 きな変化









→ 一収益合計 囎 一費用 合計 唾 ・当期純損益
(出所)表3に 同じ
前掲 の表3に 示 した銀額数値 のうち,収 益,費 用,お よび当期純損益の推移 を図5と して掲 げ
る。 この図で,1788年下期 の費用 と純損失 との額が突出 して大 きいの は,既 述の よ うに,不 良
資産整理が行 われたためである。1775年下期 および1783年下期の収益額が大 きいのは,後 述す
る ように,一 旦消却 した債権 を回収す るとい う償却債権取立益が多 かったためである。1785年
下期以降の収益水準が高 くなってい るのは,「本店一巻」お よび 「両替店一巻」か ら 「大元方」
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への上納額(これを 「定式納」と呼ぶ)が増額 されたためである。上納額の増額前 には,ほ ぼ経常
的に費用合計額が収益合計額を上回 り,赤字体質が続いた。上納額増額の前後 にかかわらず,収
益の上下動 と費用の上下動が,全 体 として,概 ね似た動 きを示 していることが多 いので,収 益額
に応 じて費用処理額 を調整 していた可能性が考え られる。
4収 益の内容
企 業 分 割後 か ら再 結合 前 までの1775年上 期 一1797年上期 まで につ い て,「大 元 方 」 の 収益 お
よび費用 の内訳 の推 移 を,表4と して掲 げ る。
企 業 分 割 後 の 「大 元 方 」 の 収 益 は,主 と して 「(1)本店,両 替 店 か らの 「定 式 納」,(2)江
戸,大 坂 で 元 方 持 ち の地 代 店 賃 収 入,(3)利 息 収 入,で 構 成 され て い る」(三井文庫(1980)331
頁。引用文中の 「元方」 は 「大元方」のこと)。1775年上期 ～1797年上 期 まで につ い て,図6に 「定
《表4》 大元方の収益 ・費用の内訳
1775年・春 1775年・秋 1776年・春 1776年・秋 1777年・春 1777年・秋
収益の部(入方) 銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
定式納 本店 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 1g,aao
同 両替店 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 la,sao
同 松坂店
元方持 江戸大坂家方宿賃取立高 9,866 10,701 7,532 6,792 8,591 8,203
伊勢方持 江戸大坂家方宿賃入
利足入払差引〆 3668 9,440 23,591 20,688




収益合計 42,334 860,242 36,332 59,183 37,541 59,640
費用の部(払方) 銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
利足払 入差引〆 2,741 5,188
仲ヶ間出し切 23,007 32,570 76,858 21,367 19,358 35,215
御屋敷方附届入目 39,269 39,964 39,986 38,068 54,191 47,743
旦那衆名目役料 ・11 8,600 8,600 tll ・11 10,750
旦那衆御隠居料 1,933 1,500
店々役料 9,108 9,794 9,641 9,065 8,362 9,363
元〆名代役料 18,100 Zl,010 15,890 17,610 15,215 17,859
元 〆隠勤料 ・名代御合力 7,825 7,000 9,620 6,045 6,445 s,795
御合力 ... 3,0ar 2,928 4,671 2,991 3,771
諸方下屋敷入目但宿料差引〆 4,254 6,07d 8,054 7,935 6,269 6,152





費用合計 113,567 128,591 174,845 114,406 12$,849 139,943
当期純損益 一71,233 731,651一 」.38,513 一55,223 一91,308 一80,302
(出所)表3に 同じ
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式納」の推移を示 し,図7と して 「元方持江戸大坂家方宿賃取立方」(江戸と大坂にある 「大元方」
所有の不動産からの賃貸料収入。r家方」は不動産管理のための三井の内部組織)と 「伊勢方持江戸大坂家
方宿賃入」(企業分割で松坂店を分有する同苗集団へ分属された不動産からの賃貸料収入)と の推移 を掲
げ,「利足入払差 引 〆取立高」(受取利息から支払利息を差 し引いた利息収支の純益),「利足払入差 引
〆」(支払利息から受取利息を差 し引いた利息収支の純損),「浮 印利足 入」(償却債権の未収利息の回収
額),および 「浮印元入」(償却債権取立益)の推移 を図7と して示す。
店 々か ら 「大元方」へ の毎期の上納額 は,企 業分割直前 の時期 では 「功納」 と 「臨時納」(言
葉とは裏腹に定期 ・定額)と を合 わせて,「本店一巻」か ら銀131貫850目(匁),「両替店一巻」か
ら銀158貫500目,「松坂 店」か ら銀2貫500目で,合 計 す る と銀292貫850目で あ っ た。 ま
た,最 後 の 「三年勘定」(1772年下期)で は,「功納外延 銀」が,「本店一巻」か ら銀1,145貫304
匁 余,「両替店 一巻」か ら銀1,006貫728匁余,合 計 で銀2,152貫32匁余 あった。分割後 は,
(その1)1775年上期 一1782年上 期
1778年・春 1778年・秋 1779年・春 1779年・秋 1780年・春 1780年・秋1781 年 ・春 1781年・秋 1782年・春
貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
18,000 18,XOO 18,000 1g,ooa 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000
10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 1:11 10,800
2,500 2,500 2,500 2,Sao 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500
8,455 11,650 9,639 S,350 9,166 10,049 11,017 9,308 8,602
37,059 35,812 4,873 43,348 14,369 36,531 51,198
100 1,900 30
76,913 42,950 78,650 44,523 83,814 55,718 42,317 77,139 91,130
貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
7,369 21,876
22,225 43,324 75,121 21,327 13,379 25,865 21,692 94,965 55,146
128,714 56,425 86,777 47,368 70,711 42,093 72,636 65,453 69,952
8,600 9,530 5,sso 7,810 5,660 7,810 5,660 5,660 5,660
1,500 6,00d 5,250 2,750 2,750 3,750 4,117 3,750 3,750
8,952 9,149 9,968 9,007 8,484 S,666 8,734 8,773 9,096
10,930 13,410 12,290 14,159 12,075 13,620 7,575 9,359 7,575
4,620 lo,sza 4,620 10,370 5,370 2,370 7,620 7,487 10,087
4,804 3,014 3,039 2,069 2,990 2,039 3,067 2,927 1,996
6,281 5,069 6,872 5,858 6,048 4,728 11,187 18,830 7,4al
1,248 456 873 556 484 551 1,049 469 428




,416一 13z,sza一76,752 一44,139一 55,774一 122,897一 140,578一79,960
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《表4》(続)大 元方の収益 ・費用の内訳
1782年・秋 1783年・春 1783年・秋 1784年・春 1784年・秋 1785年・春
収益の部(入方) 銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
定式納 本店 18,000 18,000 1g,aoo 18,000 18,000 18,000
同 両替店 10,800 10,800 ia,soo 10,800 lo,soo 10,800
同 松坂店 2,500 2,500 2,500 Z,500 2,500 Z,500
元方持 江戸大坂家方宿賃取立高 9,609 9,364 8,713 8,227 8,916 S,459
伊勢方持 江戸大坂家方宿賃入
利足入払差引〆 29,561 68,783




収益合計 41,269 74,965 247,109 39,527 40,216 126,096
費用の部(払方) 銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
利足払 入差引〆 29,542 11,440 26,752 39,003
仲ヶ問出し切 20,523 21,656 22,463 56,624 54,610 37,234
御屋敷方附届入目 51,682 62,498 51,360 66,393 48,228 33,552
旦那衆名目役料 5,660 6,880 s,250 6,250 3,750 5,000
旦那衆御隠居料 3,750 3,750 3,750 4,375 3,750 3,750
店々役料 8,695 s,as2 10,706 8,205 9,175 8,307
元〆名代役料 6,645 6,075 6,720 6,075 S,520 7,825
元〆隠勤料 ・名代御合力 5,558 8,424 5,558 5,558 5,558 5,558
御合力 1,093 2,200 1,170 2,348 2,244 2,218
諸方下屋敷入目但宿料差引〆 9,221 10,292 5,699 7,620 1,as2 3,185
大元方会所小払 409 639 571 310 492 367
(1788秋～)伊勢方三ヶ所御役料等
(1794秋～)御 一 件 筋
※牧野備前守様稲荷町屋鋪え被宿入節ノ諸入目
*伊勢方持 江戸大坂家方宿賃差引残三ヶ所渡ノロ
費用合計 i 142,777 130,496 125,686 190,509 176,412 106,997
当期純損益 1一101,508 一55,531 121,423一150,982 一136,196 19,100
「三年勘定」がな くな り,「功納」 に代 わって 「定式納」が,「本店一巻」か ら銀18貫 目,「両替
店一巻」か らが銀10貫800目,合計 で銀20貫800目となった。ただ し,1785年下期 以降 は,
赤字体質 を解決す るために,「本店一巻」か らの 「定式納」が銀68貫 目,「両替店一巻」か らが
銀60貫800目,合計で銀128貫800目に増額 された。なお,「松坂店」か らは1778年上期 か ら
1785年下期 までの問,毎 期,「定式納」の銀2貫500目が上納 されている。
前述のように,企 業分割 によって賃貸不動産 を 「両替店一巻」集団 と 「松坂店」集団とに分与
したために,「大元方」 に残 った不動産 は三井 自身の店舗不動産 と同苗の居宅 とだけになった。
したがって,「大元方」の不動産賃貸料収入か ら関連諸経費 を差 し引いた 「元方持江戸大坂家方
宿賃取立高」 は,分 割前の5～8分 の1程 度(分割前の額はかなり不安定であった)に なった。「松坂
店」集団へ分与 された不動産か らの純収入 である 「伊勢方持江戸大坂家 方宿賃 入」が,1788年
上期 か ら 「大元方」の収益 とされ るようにな り(この不動産自体は 「大元方」の資産には計上されな
かった),同年下期 か ら 「松 坂店」集 団の同苗3家 へ の 「賄料」等 を 「大元 方」が支払 うよ うに
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(その2)1782年下期一1789年下期
1785年・秋 1786年・春 1786年・秋 1787年・春 1787年・秋 1788年・春 1788年・秋 1789年・春 1789年・秋
貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
68,000 68,000 68,000 ・:111 68,000 ・:1!1 68,000 s:111 68,000
60,804 60,800 60,800 60,800 so,soo 60,800 60,SOO .1:1! 60,800
8,177 11,052 10,814 11,359 5,217 12,387 13,257 16,492 10,147
20,139 24,182 25,222 24,784
11,544 50,426 11,736 46,289 10,670 2,863 9,542 63,902 41,696
390
1.7,539 18,039 37,413 18,539 18,539 14,831 12,977 13,677 33,740
3,399
166,060 208,317 189,153 204,987 163,226 179,021 188,759 248,093 242,567
貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
35,913 73,459 59,435 59,127 42,421 26,2599, 752,628 28,643 59,299
27,574 40,334 35,316 43,437 2s,sgz 27,882 24,370 35,377 28,155
5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 4,333 4,000 4,400 4,400
4,350 6,850 7,575 6,850 s,s50 5,157 4,760 5,220 4,760
8,277 8,426 9,644 7,811 9,265 7,309 7,205 6,859 7,902
8,620 7,825 8,77Q 8,125 9,028 7,042 7,403 ・:1! .,
4,620 4,620 4,620 4,620 4,500 4,004 3,696 3,696 3,696
1,244 2,268 1,533 2,774 2,061 1,177 1,679 1,777 1,584
4,323 6,862 7,811 7,445 6,307 5,459 11,734 9,221 6,169
514 610 474 510 481 432 756 490 471
28,609 31,991 zs,sas
20,139
100,435 156,254 140,177 145,698 112,895 89,0539, 846,839 134,473 153,904
65,625 52,099 48,976 59,289 50,331 89,967-9,631,830 113,620 88,663
なった。1788年か ら不動産賃貸料収入の額が不安定 となった理由はよ く分か らない。
「利足入払差引 〆入方」 は,受 取利息か ら支払利息を差 し引いた純額で,「利足入但払差引 〆」
などともいった。支払利息額が受取利息額 を上回った場合 は 「利足払入差引 〆」 または 「利足入
払差引 〆払方」 として費用 の部=「 払方」 に計上 された。 この利子収入 ない し利子支 出額 は,
「大元方」の分割前 も分割後 も不安定 であった ことに変 わ りはない。 「浮 印利足入」 ・ 「浮印元





企業分割 によって,同 苗11家への 「賄料」や家族手当,勤 番 で江戸や大坂 に勤め る同苗の旅
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《表4》(追)大 元方の収益 ・費用の内訳
1790年・春 1790年・秋 1791年・春 1791年・秋 1792年・春 1792年・秋
収益の部(入方) 銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
定式納 本店 ・:111 sg,aoo .:11 .:111 68,000 68,000
同 両替店 ・1:1! 60,800 X1:11 60,800 60,800 60,800
同 松坂店
元方持 江戸大坂家方宿賃取立高 47,449 15,465 14,784 15,s7s 19,164 14,731
伊勢方持 江戸大坂家方宿賃入 26,708 14,7s1 31,345 30,883 34,863 28,726
利足入払差引〆 2,768 35,509 43,074 7,658
浮印元入(償却債権取立益) 1,SOO 1,800 1,$00 1,sao
浮印利足入(償却債権受取利息)
家原 ・衣棚御賄料両店より請取方 13,327 12,627 13,327 12,627 14,027 12,627
臨時入銀 6,019 1,500 1,716
収益合計 220,852 215,001 188,256 234,660 196,854 196,058
費用の部(払方) 銀 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
利足払 入差引〆 .:. 349
仲ヶ問出し切 71,664 96,006 28,532 53,458 32,731 34,925
御屋敷方附届入目 26,339 31,882 33,807 24,130 41,234 31,177
旦那衆名目役料 4,580 6,580 6,580 111 8,000 7,000
旦那衆御隠居料 4,760 4,760 6,760 s,Aso 8,387 7,760
店々役料 7,169 7,314 7,154 7,706 6,775 8,193
元〆名代役料 S,300 9,911 9,180 6,791 6,060 6,791
元 〆隠勤料 ・名代御合力 1,896 1,896 1,896 3,456 3,456 3,360
御合力 1,625 809 1,575 919 1,882 933
諸方下屋敷入目但宿料差引〆 6,994 6,422 36,196 8,544 22,959 5,461
大元方会所小払 456 642 376 391 363 374
(1788秋～)伊勢方三ヶ所御役料等 36,609 28,609 zg,1a9 28,109 31,491 28,109
(1794秋～)御 一 件 筋
※牧野備前守様稲荷町屋鋪え被宿入節ノ諸入目 13,868
*伊勢方持 江戸大坂家方宿賃差引残三ヶ所渡ノロ
費用合計 170,390 194,832 160,853 148,263 163,686 134,083
当期純損益 50,462 20,169 27,403 86,397 33,168 61,975
費 と滞在費,「旦那衆病用退銀」(だんなしゅうやまいようのけぎん。同苗達の傷病費用のための引当金)
な どの同苗関係の引 当金繰入額 などが 「本店一巻」や 「両替店一巻」 などのそれぞれの集団の負
担 となったので,そ れ らの項 目が分割後の 『大元方勘定 目録』か ら姿 を消 した。 しか し,「外 部
に対 しては一本化 している という体裁 を整 える必要」(三井文庫(1980)331頁)から,冠 婚葬祭 など
の同苗等の共通経費である 「仲 ヶ問出 し切」(不良債権の償却額はじめ種k雑多なものがこの中に含ま
れる)や,大 名等への贈答費用である 「御屋敷方附届入 目」な どの経費 については,従 前通 り,
「大元方」が負担 した。ただ し,「仲 ヶ間出 し切」 は大幅 に減額 された。その他 の存 続経費 も,
「旦那衆 名 目役料」(同苗の役職手当)や 「元 〆 ・名代役料」お よび 「元 〆隠勤料 ・名代御合 力」






1793年・春 1793年・秋 1794年・春 1794年・秋 1795年・春 X795年・秋 1796年・春1796 年 ・秋 1797年・春
貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
68,000 68,000 ss,ooa ss,000 68,000 68,000 68,aoa ・:111 ・:111
60,800 60,800 so,saa sosoo 60,800 60,800 60,800 60,800 60,800
14,931 10,503 7,603 14,612 11,955 12,008 11,862 11,424 12,102
29,728 17,836 29,890 36,549 27,727 27,630 30,052 zs,050 30,489
3,208 100,846 3,660 2,622 2,244
1,800 1,800 900
16,183 15,333 16,183 16,183 16,183 15,333 16,183 15,333 16,183
1,127 1,206 1,511 2,339
192,850 276,245 182,476 202,810 184,665 188,849 186,897 189,190 187,574
貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
1,560 1,602 890 750
52,531 51,13」 160,440 65,$Ol 41,520 74,766 29,920 41,025 30,178
40,025 37,ssa 47,266 69.59$ 67,145 35,821 10,146 14,594 34,492
7,875 s,aoa s,Aso 5,625 5,153 5,153 5,153 5,153 5,153
8,730 8,730 fi,480 7,185 6,480 s,4so s,4go 6,480 6,480
7,451 7,827 7,450 9,536 8,223 7,272 6,737 6,672 8,306
6,818 7,678 6,953 8,415 7,155 7,942 7,542 8,243 7,585
1,755 1,755 1,755
1,871 976 1,754 987 1,685 993 570 1,290 1,290
5,139 5,827 4,833 8,437 g,010 4,820 4,534 5,435 5,461
1,325 461 384 1,440 711 335 342 228 633
29,830 28,514 28,514 31,896 28,514 28,514 28,514 28,514 28,514
23,208 47,811 48,046 10,463 10,049 47,916
163,350 159,759 274,136 232,127 225,007 X20,141 111,290 127,683 176,757
29,500 116,486 一91,662 29,317 一40,342 一3i,293 75,607 61,50710,817
1775年上期～1797年上期 までにつ いて,図9に 「仲 ヶ間出 し切」 と 「御屋敷 方附届 入 目」 と
の推移 を示 し,図10と して 「旦那衆名 目役料」,「旦那衆御 隠居料」,「店々役料」(内訳書きが記載
されているが,内容不詳),および 「諸方下屋敷入 目但宿料差引 〆」(三井が京都市中に所有する下屋敷
の諸経費からその賃貸料収入を差し引いた差額)の推 移 を掲 げ,図11で は,「元 〆 ・名代役 役料」,
「元 〆隠勤料 ・名代御合力」,「御合力」(諸寄付),および 「大元方会所小払」(筆・紙 ・墨など消耗
品費などのの事務用諸経費)の推移 を示 し,そ して 「伊勢 方三 ヶ所御賄料其外渡銀」(伊勢 ・松坂に住
む同苗3家への 「賄料」等)と 「御一件筋」(内訳書きが記載されているが,内容不詳)との推移 を図12
として掲げ る。
1788年下期 に 「仲 ヶ問出 し切」の額 が突出 して超 巨額 である理由は,前 述 の ように不 良資産
の整理が行われたためである。1778年上期 に 「御屋敷方附届入 目」が多額 になったのは,「この
年御金藏御為替銀の郷貸 しを開始」(三井文庫(1980)687頁)したことと何 らかの関連が あるのか
も知れない。「仲 ヶ間出 し切」 と 「御屋敷方附届入 目」 との両者合計額が 「大元方」の費用の大
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譜 譜 ♂ 紳.¥1°'1浦紳 紳 紳 紳 紳 紳 紳 評 調 浦 ⑧ 漣 縛 ⑥ 漣 評 縛
D本 店 勢 両替店 ・脅一松坂店+合 計
(出所)表3に 同し
















































譜 ♂ ♂ 紳 縛 調 紳 紺 紳 紳 紳 紳 譜 紳 諺 浦 ⑧ 紳 紳 紳 紳 譜 縛
+元 方持江戸大坂家方宿賃取立高 畷卜伊勢方持 江戸大坂家方宿賃入 噛一 合計
(出所)表3に同し
半を占め,既 述 のように,費 用合計額が収益合計額の変動 と似 た動 きを見せていることが多いの
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紳 ゆ ♂ 縛 縛 浦 ぶ 圃 紳 紳 紳 紳 縛 紳 β 浦 縛 漣 評 紳 漣 漣 贈
一← 旦那衆名目役料 蜘 旦那衆御隠居料 囎一店々役料 →←諸方下屋敷入目但宿料差引〆
(出所)表3に 同し
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嚢 蝦 簾 ヨ渓:1:謡薫 嶽 ・_「諸
や 元〆名代役料 曇 元〆隠勤料 名代御合力 ・伽 御合力→←大元方会所小払
(出所)表3に同し
本稿では,三 井同苗11家が3集 団に分 裂 していた1775年～1797年まで の 「大元方」の財務































































































『安永三甲午年正月 ヨリ七月迄大元方勘定 目録』(三井文庫所蔵資料,資 料番号=続2972。1774年上期)～
『寛政十戊午歳七月 ヨリ極月迄大元方勘定 目録』(続3021。1798年下期)
